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土質縦断図（パイプルーフ施工時）

茶色or灰色 茶色
炭質頁岩（Ｄh）

灰色
頁岩（Ｃ１orＣ２）

中央坑（左坑側）
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茶色
炭質頁岩（Ｄh）

灰色
頁岩（Ｃ１）

土質縦断図（パイプルーフ施工時）

中央坑（右坑側）
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土砂部水位
・特に顕著な変化はなかった。※部分的な変位は降雨による。
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岩盤水頭
・特に顕著な変化はなかった。
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地表面沈下（19９基）
・特に顕著な変化はなかった。※変位については，気温等の季節変動による。
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層別沈下

掘削の進行に伴い隆起傾向にあった
が，現在は安定傾向にある。

AGF注入圧で隆起したが現在は安定

・特に顕著な変化はなかった。
※ＡＧＦの注入圧により，隆起が見られたが現在は安定している。
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内空変位（右坑）
・特に顕著な変化はない。

切羽の離れ
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内空変位（左坑）
・特に顕著な変化はない。

切羽の離れ
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天端変位（中央坑）
・特に顕著な変化はない。



10
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吹付コンクリート応力（右坑）

・切羽の接近により応力が増加しているが，数値はかなり小さく，一次管理
値以内である。
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切羽の離れ
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吹付コンクリート応力（左坑）

下
半
通
過

計
測
器
設
置

・切羽の接近により応力が増加しているが，数値はかなり小さく，一次管理
値以内である。

切羽の離れ
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鋼製支保工応力（右坑）
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器
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・切羽の接近により応力が増加しているが，数値はかなり小さく，一次管理
値以内である。

切羽の離れ
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鋼製支保工応力（左坑）

下
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器
設
置

・切羽の接近により応力が増加しているが，数値はかなり小さく，一次管理
値以内である。

切羽の離れ
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中央坑ＲＣ柱応力（右左）

・切羽の接近から遠ざかるまでの間，応力が増加しているが，数値はかなり
小さく，一次管理値以内であり，現在は，安定しつつある。

切羽の離れ
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縦パイプルーフ応力

・切羽の接近から遠ざかるまでの間，応力が増加しているが，鋼材の降伏応
力より，かなり小さく，現在は，安定しつつある。（管理基準値なし）

切羽の離れ
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